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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成21年7月30日(2009.7.30)

【公表番号】特表2009-500348(P2009-500348A)
【公表日】平成21年1月8日(2009.1.8)
【年通号数】公開・登録公報2009-001
【出願番号】特願2008-519635(P2008-519635)
【国際特許分類】
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   Ｃ０７Ｄ 409/14     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 413/14     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 487/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 471/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/506    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/5377   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/519    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   7/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  11/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   5/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  21/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  27/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/28     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 401/14    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 403/04    ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｄ 403/14    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 409/14    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 413/14    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 487/04    １４３　
   Ｃ０７Ｄ 471/04    １０５Ｃ
   Ａ６１Ｋ  31/506   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/5377  　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/519   　　　　



(2) JP 2009-500348 A5 2009.7.30

10

20

   Ａ６１Ｐ  43/00    １１１　
   Ａ６１Ｐ  35/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/10    １０１　
   Ａ６１Ｐ   7/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  17/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  17/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  11/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  29/00    １０１　
   Ａ６１Ｐ  19/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ   3/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ   5/14    　　　　
   Ａ６１Ｐ   1/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ  21/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ  29/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/12    　　　　
   Ａ６１Ｐ  27/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/28    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/16    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成21年6月2日(2009.6.2)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式Ｉａ：
【化１】

〔式中、
ｐは０および１から選択され；
ｎは１－３から選択され；
ｑは１であり；
Ｒ５は水素、Ｃ１－６アルキル、－ＸＮＲ７Ｒ８、Ｃ６－１０アリール－Ｃ０－４アルキ
ル、Ｃ１－１０ヘテロアリール－Ｃ０－４アルキル、Ｃ３－１０シクロアルキル－Ｃ０－

４アルキルおよびＣ３－１０ヘテロシクロアルキル－Ｃ０－４アルキルから選択され；Ｒ
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７およびＲ８が独立して水素およびＣ１－４アルキルから選択され；そして
Ｒ６が水素およびＣ１－６アルキルから選択されるか；またはＲ５およびＲ６がＲ５およ
びＲ６両方が結合している窒素と一体となってＣ１－１０ヘテロアリールまたはＣ３－８

ヘテロシクロアルキルを形成し；
ここでＲ５のまたはＲ５およびＲ６の組合せの任意のアリール、ヘテロアリール、シクロ
アルキルおよびヘテロシクロアルキルは所望により独立してハロ、ニトロ、シアノ、ヒド
ロキシ、Ｃ１－６アルキル、Ｃ１－６アルコキシ、ハロ－置換－アルキル、ハロ－置換－
アルコキシ、－ＸＮＲ７Ｒ８、－ＸＯＲ７、－ＸＮＲ７Ｓ（Ｏ）２Ｒ８、－ＸＮＲ７Ｓ（
Ｏ）Ｒ８、－ＸＮＲ７ＳＲ８、－ＸＣ（Ｏ）ＮＲ７Ｒ８、－ＸＣ（Ｏ）ＮＲ７ＸＮＲ７Ｒ

８、－ＸＮＲ７Ｃ（Ｏ）ＮＲ７Ｒ８、－ＸＮＲ７ＸＮＲ７Ｒ８、－ＸＮＲ７ＸＯＲ７、－
ＸＮＲ７Ｃ（＝ＮＲ７）ＮＲ７Ｒ８、－ＸＳ（Ｏ）２Ｒ９、－ＸＮＲ７Ｃ（Ｏ）Ｒ８、－
ＸＮＲ７Ｃ（Ｏ）Ｒ９、－ＸＲ９、－ＸＣ（Ｏ）ＯＲ８、－ＸＳ（Ｏ）２ＮＲ７Ｒ８、－
ＸＳ（Ｏ）ＮＲ７Ｒ８および－ＸＳＮＲ７Ｒ８から選択される１から３個の基で置換され
ていてもよく；Ｘは結合またはＣ１－４アルキレンであり；Ｒ７およびＲ８は独立して水
素およびＣ１－４アルキルから選択され；そしてＲ９はＣ３－１０ヘテロシクロアルキル
およびＣ１－１０ヘテロアリールから選択され；Ｒ９の該ヘテロシクロアルキルまたはヘ
テロアリールは所望によりＣ１－４アルキル、－ＸＮＲ７ＸＮＲ７Ｒ７、－ＸＮＲ７ＸＯ
Ｒ７および－ＸＯＲ７から選択される基で置換されており；ＸおよびＲ７は上記定義のと
おりであり；
Ｒ１０は水素およびＣ１－６アルキルから選択され；
Ｒ１５はハロ、ニトロ、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１－６アルキル、Ｃ１－６アルコキシ、
ハロ－置換－アルキルおよびハロ－置換－アルコキシから選択され；そして
Ｒ１６はハロ、メトキシ、ニトロ、－ＮＲ１２Ｃ（Ｏ）Ｒ１３、－ＯＲ１３、－Ｃ（Ｏ）
ＮＲ１２Ｒ１２、－ＮＲ１２Ｒ１２、－ＮＲ１２Ｃ（Ｏ）ＮＲ１２Ｒ１３、－Ｃ（Ｏ）Ｏ
Ｒ１２、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ１２Ｒ１３、－ＮＲ１２Ｓ（Ｏ）０－２Ｒ１３および－Ｓ（Ｏ）

０－２ＮＲ１２Ｒ１３から選択され；ここでそれぞれのＲ１２は独立して水素およびＣ１

－６アルキルから選択され；Ｒ１３はＣ６－１０アリール、Ｃ１－１０ヘテロアリール、
Ｃ３－１０シクロアルキルおよびＣ３－１０ヘテロシクロアルキルから選択され；Ｒ１３

置換基の任意のアルキレンはＯまたはＮＲ７で置換されているメチレンを有し得；Ｒ１３

の任意のアリール、ヘテロアリール、シクロアルキルまたはヘテロシクロアルキルは所望
により独立してハロ、Ｃ１－６アルキル、ハロ－置換－Ｃ１－６アルキル、Ｃ１－６アル
コキシ、ハロ－置換－Ｃ１－６アルコキシ、－ＸＮＲ７Ｒ８、Ｃ６－１０アリール－Ｃ０

－４アルキル、Ｃ１－１０ヘテロアリール－Ｃ０－４アルキル、Ｃ３－１０シクロアルキ
ル－Ｃ０－４アルキル、Ｃ３－１０ヘテロシクロアルキル－Ｃ０－４アルコキシおよびＣ

３－１０ヘテロシクロアルキル－Ｃ０－４アルキルから選択される１から３個の基で置換
されており；ここでＸ、Ｒ７およびＲ８は上記定義のとおりであり、そしてＲ１３の任意
のアリール、ヘテロアリール、シクロアルキルまたはヘテロシクロアルキル置換基はさら
に所望により独立してハロ、Ｃ１－６アルキル、ハロ－置換－Ｃ１－６アルキル、ヒドロ
キシ－置換－Ｃ１－６アルキル、－ＮＲ７Ｒ８、Ｃ１－６アルコキシ、Ｃ３－１０ヘテロ
シクロアルキルおよびハロ－置換－Ｃ１－６アルコキシから選択される１から３個の基に
より置換されている〕で示される、化合物またはその薬学的に許容される塩。
【請求項２】
　Ｒ５が水素、ジエチル－アミノ－エチル、モルホリノ－フェニル、モルホリノ－エチル
、モルホリノ－プロピル、２－ヒドロキシ－１－イソプロピル－エチル、２，３－ジヒド
ロキシプロピル、メトキシメチル、シクロプロピル、メチル、３－（２－オキソ－ピロリ
ジン－１－イル）－プロピル、ジエチル－アミノ－ブチル；ベンゾ［１，３］ジオキソー
ル－５－イル、３－（４－メチル－ピペラジン－１－イル）－プロピル、ヒドロキシメチ
ル－フェニル、（１－ヒドロキシエチル）－フェニル、モルホリノ、ピリジニル、ヒドロ
キシエチル、メチル－カルボニル、メチル－スルホニル、メチル－ピリジニル、アミノ－
シクロヘキシル、ピペリジニル、メチル－ピペリジニル、メチル－ピペラジニル、メチル
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－ピペラジニル－エチル、メチル－ピペラジニル－プロピル、エチル－ピロリジニル－メ
チル、ジメチル－ピラゾリル、メチル－ピラゾリル、ジメチル－ピリジニル、メチル－ピ
リジニル、エチル－ピペラジニル－ピリジニル、アミノ－カルボニル－ピリジニル、シア
ノ－ピリジニル、ジメチル－アミノ－エチル、メトキシ－エチル、メチル－ピロリジニル
－エチル、ピロリジニル－エチル、エチル－ピラゾリル、ジメチル－アミノ－プロピル、
イソプロピル、フラニル－メチル、モルホリノ－プロピル、モルホリノ－ピペリジニル、
モルホリノ－ピリミジニル、モルホリノ－メチル－ピリジニル、メチル－ピペラジニル－
プロピル、ベンゾ［１，３］ジオキソール－５－イルメチル、２－メチル－６－モルホリ
ン－４－イル－ピリジン－３－イル、メチル－ピリミジニル、メトキシ－ピリジニル、フ
ルオロ－フェニル、ジメチル－アミノ－エチル－アミノカルボニル、ピリジニル－メチル
、ピリジニル－エチル、アミノ－シクロヘキシル、ジメチルアミノ－ブチル、チアゾリル
－メチル、ヒドロキシエチル－ピペラジニル、メチル－ピラジニル－メチル、イミダゾリ
ル－プロピルおよびアミノ－カルボニル－フェニルから選択されるか；またはＲ５および
Ｒ６がそれら両方が結合している窒素原子と一緒に所望によりエチル、ピリジニルおよび
モルホリノから選択される基で置換されているモルホリノ、ピペリジニルおよびピペラジ
ニルから選択される基を形成する請求項１に記載の化合物またはその薬学的に許容される
塩。
【請求項３】
　Ｒ１６がハロ、メトキシ、ニトロ、－ＮＨ２、－ＣＯＯＨ、－ＮＨＣ（Ｏ）Ｒ１３、－
ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨＲ１３、－Ｃ（Ｏ）ＮＨＲ１３、－ＯＲ１３、－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣＨ３、
－ＮＨＳ（Ｏ）２Ｒ１３および－Ｓ（Ｏ）２ＮＨＲ１３から選択され；ここで、Ｒ１３は
フェニル、ピリダジニル、ピリジニル、フラニル、ピロリル、イミダゾリル、ピラゾリル
、イソオキサゾリル、キノキサリニル、チエニルおよびチアゾリルから選択され；Ｒ１３

は所望により独立して、メチル、メトキシ、ｔ－ブチル、シクロプロピル、ハロ、トリフ
ルオロメチル、ジエチル－アミノ、ジメチル－アミノ、ベンジル、ピペリジニル－アミノ
、ピロリジニル－メトキシ、エチル－ピペラジニル－メチル、モルホリノ、メチル－ピペ
ラジニル、メチル－ピペラジニル－メチル、エチル－ピペラジニル、メチル－イミダゾリ
ル、モルホリノ－メチル、ピロリジニル－ピペリジニル、ピペラジニル－メチル、ヒドロ
キシ－ピペリジニル、ピペラジニル、エチル－ピペラジニル、１－メチル－ピペリジン－
４－イル－オキシ、ピペリジニル－オキシ、ピペリジニル－アミノ、ジメチルアミノ－ピ
ロリジニル、ピロリジニル－オキシ、メチル－ピラジニル、ピラジニルおよびヒドロキシ
エチル－ピペラジニルから選択される１から３個の基で置換されている、請求項１または
２に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩。
【請求項４】
　３－［１－（６－アミノ－ピリミジン－４－イル）－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－
イルアミノ］－４－メチル－Ｎ－［４－（２－メチル－イミダゾール－１－イル）－３－
トリフルオロメチル－フェニル］－ベンズアミド（１）、
Ｎ－｛３－［１－（６－アミノ－ピリミジン－４－イル）－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－
２－イルアミノ］－４－メチル－フェニル｝－３－モルホリン－４－イル－５－トリフル
オロメチル－ベンズアミド（２）、
Ｎ－（３－｛１－［６－（４－ジエチルアミノ－ブチルアミノ）－ピリミジン－４－イル
］－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イルアミノ｝－４－メチル－フェニル）－３－トリ
フルオロメチル－ベンズアミド（３）、
Ｎ－（３－｛１－［６－（４－ジエチルアミノ－ブチルアミノ）－ピリミジン－４－イル
］－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イルアミノ｝－４－メチル－フェニル）－４－（２
－メチル－イミダゾール－１－イル）－３－トリフルオロメチル－ベンズアミド（４）、
Ｎ－（３－｛１－［６－（４－ジエチルアミノ－ブチルアミノ）－ピリミジン－４－イル
］－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イルアミノ｝－４－メチル－フェニル）－３－（４
－メチル－イミダゾール－１－イル）－５－トリフルオロメチル－ベンズアミド（５）、
Ｎ－（３－｛１－［６－（４－ジエチルアミノ－ブチルアミノ）－ピリミジン－４－イル
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］－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イルアミノ｝－４－メチル－フェニル）－４－（４
－エチル－ピペラジン－１－イルメチル）－３－トリフルオロメチル－ベンズアミド（６
）、
Ｎ－｛３－［１－（６－アミノ－ピリミジン－４－イル）－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－
２－イルアミノ］－４－メチル－フェニル｝－３－トリフルオロメチル－ベンズアミド（
７）、
Ｎ－｛３－［１－（６－アミノ－ピリミジン－４－イル）－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－
２－イルアミノ］－４－メチル－フェニル｝－４－（２－メチル－イミダゾール－１－イ
ル）－３－トリフルオロメチル－ベンズアミド（８）、
３－［１－（６－アミノ－ピリミジン－４－イル）－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イ
ルアミノ］－５－メトキシ－Ｎ－（３－トリフルオロメチル－フェニル）－ベンズアミド
（９）、
３－［１－（６－アミノ－ピリミジン－４－イル）－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イ
ルアミノ］－Ｎ－［４－（４－エチル－ピペラジン－１－イルメチル）－３－トリフルオ
ロメチル－フェニル］－４－メチル－ベンズアミド（１０）、
（３，５－ジメトキシ－フェニル）－｛１－［６－（４－モルホリン－４－イル－フェニ
ルアミノ）－ピリミジン－４－イル］－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イル｝－アミン
（１２）、
３－［１－（６－アミノ－ピリミジン－４－イル）－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イ
ルアミノ］－４－メチル－Ｎ－（３－トリフルオロメチル－フェニル）－ベンズアミド（
１３）、
３－［１－（６－アミノ－ピリミジン－４－イル）－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イ
ルアミノ］－４－メチル－安息香酸（１４）、
３－［１－（６－アミノ－ピリミジン－４－イル）－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イ
ルアミノ］－４－メチル－Ｎ－［３－（４－メチル－イミダゾール－１－イル）－５－ト
リフルオロメチル－フェニル］－ベンズアミド（１５）、
Ｎ－｛３－［１－（６－アミノ－ピリミジン－４－イル）－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－
２－イルアミノ］－４－メチル－フェニル｝－３－（４－メチル－イミダゾール－１－イ
ル）－５－トリフルオロメチル－ベンズアミド（１６）、
Ｎ－｛３－［１－（６－アミノ－ピリミジン－４－イル）－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－
２－イルアミノ］－４－メチル－フェニル｝－３－（１－メチル－ピペリジン－４－イル
オキシ）－５－トリフルオロメチル－ベンズアミド（１７）、
Ｎ３－［１－（６－アミノ－ピリミジン－４－イル）－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－
イル］－４－メチル－ベンゼン－１，３－ジアミン（１８）、
［１－（６－アミノ－ピリミジン－４－イル）－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イル］
－（２－メチル－５－ニトロ－フェニル）－アミン（１９）、
Ｎ－｛３－［１－（６－アミノ－ピリミジン－４－イル）－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－
２－イルアミノ］－４－メチル－フェニル｝－３－モルホリン－４－イル－５－トリフル
オロメチル－ベンズアミド（２０）、
Ｎ－｛３－［１－（６－アミノ－ピリミジン－４－イル）－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－
２－イルアミノ］－４－メチル－フェニル｝－３－（４－エチル－ピペラジン－１－イル
）－５－トリフルオロメチル－ベンズアミド（２１）、
Ｎ－｛３－［１－（６－アミノ－ピリミジン－４－イル）－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－
２－イルアミノ］－４－メチル－フェニル｝－３－（４－エチル－ピペラジン－１－イル
メチル）－５－トリフルオロメチル－ベンズアミド（２２）、
Ｎ－｛３－［１－（６－アミノ－ピリミジン－４－イル）－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－
２－イルアミノ］－４－メチル－フェニル｝－４－モルホリン－４－イル－３－トリフル
オロメチル－ベンズアミド（２３）、
３－［１－（６－アミノ－ピリミジン－４－イル）－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イ
ルアミノ］－４－メチル－Ｎ－［４－（２－メチル－イミダゾール－１－イル）－３－ト
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リフルオロメチル－フェニル］－ベンズアミド（２４）、
２，５－ジメトキシ－Ｎ－メチル－３－｛１－［６－（４－モルホリン－４－イル－フェ
ニルアミノ）－ピリミジン－４－イル］－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イルアミノ｝
－ベンズアミド（２５）、
Ｎ－［４－メチル－３－（１－ピリミジン－４－イル－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－
イルアミノ）－フェニル］－３－トリフルオロメチル－ベンズアミド（２７）、
４－メチル－Ｎ３－（１－ピリミジン－４－イル－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イル
）－ベンゼン－１，３－ジアミン（２８）、
（３，５－ジクロロ－フェニル）－（１－ピリミジン－４－イル－１Ｈ－ベンゾイミダゾ
ール－２－イル）－アミン（３２）、
［１－（６－アミノ－ピリミジン－４－イル）－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イル］
－（３，５－ジクロロ－フェニル）－アミン（３７）、
Ｎ－［４－メチル－３－（１－ピリミジン－４－イル－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－
イルアミノ）－フェニル］－３－ピペラジン－１－イル－５－トリフルオロメチル－ベン
ズアミド（３９）、
３－（４－メチル－ピペラジン－１－イル）－Ｎ－［４－メチル－３－（１－ピリミジン
－４－イル－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イルアミノ）－フェニル］－５－トリフル
オロメチル－ベンズアミド（４０）、
３－（４－エチル－ピペラジン－１－イル）－Ｎ－［４－メチル－３－（１－ピリミジン
－４－イル－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イルアミノ）－フェニル］－５－トリフル
オロメチル－ベンズアミド（４１）、
３－［４－（２－ヒドロキシ－エチル）－ピペラジン－１－イル］－Ｎ－［４－メチル－
３－（１－ピリミジン－４－イル－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イルアミノ）－フェ
ニル］－５－トリフルオロメチル－ベンズアミド（４２）、
３－（４－メチル－イミダゾール－１－イル）－Ｎ－［４－メチル－３－（１－ピリミジ
ン－４－イル－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イルアミノ）－フェニル］－５－トリフ
ルオロメチル－ベンズアミド（４３）、
Ｎ－［４－メチル－３－（１－ピリミジン－４－イル－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－
イルアミノ）－フェニル］－３－（ピペリジン－４－イルオキシ）－５－トリフルオロメ
チル－ベンズアミド（４４）、
３－（１－メチル－ピペリジン－４－イルオキシ）－Ｎ－［４－メチル－３－（１－ピリ
ミジン－４－イル－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イルアミノ）－フェニル］－５－ト
リフルオロメチル－ベンズアミド（４５）、
Ｎ－［４－メチル－３－（１－ピリミジン－４－イル－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－
イルアミノ）－フェニル］－３－（ピペリジン－４－イルアミノ）－５－トリフルオロメ
チル－ベンズアミド（４６）、
３－（３－ジメチルアミノ－ピロリジン－１－イル）－Ｎ－［４－メチル－３－（１－ピ
リミジン－４－イル－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イルアミノ）－フェニル］－５－
トリフルオロメチル－ベンズアミド（４７）、
Ｎ－［４－メチル－３－（１－ピリミジン－４－イル－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－
イルアミノ）－フェニル］－３－（ピロリジン－２－イルオキシ）－５－トリフルオロメ
チル－ベンズアミド（４８）、
［１－（６－アミノ－ピリミジン－４－イル）－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イル］
－（３－ブロモ－２－メチル－フェニル）－アミン（４９）、
［１－（６－アミノ－ピリミジン－４－イル）－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イル］
－（５－ブロモ－２－メチル－フェニル）－アミン（５０）、
３－［１－（６－アミノ－ピリミジン－４－イル）－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イ
ルアミノ］－２，５－ジメトキシ－Ｎ－メチル－ベンズアミド（５２）、
Ｎ－｛３－［１－（６－アミノ－ピリミジン－４－イル）－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－
２－イルアミノ］－４－メチル－フェニル｝－３－メチル－ベンズアミド（５３）、
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Ｎ－｛３－［１－（６－アミノ－ピリミジン－４－イル）－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－
２－イルアミノ］－４－メチル－フェニル｝－３－クロロ－ベンズアミド（５４）、
Ｎ－｛３－［１－（６－アミノ－ピリミジン－４－イル）－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－
２－イルアミノ］－４－メチル－フェニル｝－３－（４－メチル－ピペラジン－１－イル
）－５－トリフルオロメチル－ベンズアミド（５６）、
Ｎ－｛３－［１－（６－アミノ－ピリミジン－４－イル）－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－
２－イルアミノ］－４－メチル－フェニル｝－３－（４－エチル－ピペラジン－１－イル
）－５－トリフルオロメチル－ベンズアミド（５７）、
Ｎ－｛３－［１－（６－アミノ－ピリミジン－４－イル）－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－
２－イルアミノ］－４－メチル－フェニル｝－３－クロロ－４－（４－エチル－ピペラジ
ン－１－イルメチル）－ベンズアミド（５８）、
Ｎ－｛３－［１－（６－クロロ－ピリミジン－４－イル）－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－
２－イルアミノ］－４－メチル－フェニル｝－３－トリフルオロメチル－ベンズアミド（
５９）、
５－ｔｅｒｔ－ブチル－チオフェン－２－カルボン酸｛３－［１－（６－アミノ－ピリミ
ジン－４－イル）－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イルアミノ］－４－メチル－フェニ
ル｝－アミド（６１）、
５－ｔｅｒｔ－ブチル－２－メチル－２Ｈ－ピラゾール－３－カルボン酸｛３－［１－（
６－アミノ－ピリミジン－４－イル）－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イルアミノ］－
４－メチル－フェニル｝－アミド（６２）、
５－シクロプロピル－２Ｈ－ピラゾール－３－カルボン酸｛３－［１－（６－アミノ－ピ
リミジン－４－イル）－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イルアミノ］－４－メチル－フ
ェニル｝－アミド（６３）、
１－ｔｅｒｔ－ブチル－５－（４－メチル－ピペラジン－１－イルメチル）－１Ｈ－ピラ
ゾール－３－カルボン酸｛３－［１－（６－アミノ－ピリミジン－４－イル）－１Ｈ－ベ
ンゾイミダゾール－２－イルアミノ］－４－メチル－フェニル｝－アミド（６４）、
Ｎ－｛３－［１－（６－メトキシ－ピリミジン－４－イル）－１Ｈ－ベンゾイミダゾール
－２－イルアミノ］－４－メチル－フェニル｝－３－トリフルオロメチル－ベンズアミド
（６５）、
Ｎ－（３－｛１－［６－（２－ジメチルアミノ－エトキシ）－ピリミジン－４－イル］－
１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イルアミノ｝－４－メチル－フェニル）－３－トリフル
オロメチル－ベンズアミド（６６）、
（２－クロロ－５－メトキシ－フェニル）－｛１－［６－（４－Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノ
ブチルアミノ）－ピリミジン－４－イル］－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イル｝－ア
ミン、
Ｎ－｛４－メチル－３－［１－（６－モルホリン－４－イル－ピリミジン－４－イル）－
１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イルアミノ］－フェニル｝－３－トリフルオロメチル－
ベンズアミド（７９）、
Ｎ－（３－｛１－［６－（２－ヒドロキシ－エチルアミノ）－ピリミジン－４－イル］－
１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イルアミノ｝－４－メチル－フェニル）－３－トリフル
オロメチル－ベンズアミド（８０）、
Ｎ－（４－メチル－３－｛１－［６－（１－メチル－ピペリジン－４－イルアミノ）－ピ
リミジン－４－イル］－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イルアミノ｝－フェニル）－３
－トリフルオロメチル－ベンズアミド（８１）、
Ｎ－（４－メチル－３－｛１－［６－（４－メチル－ピペラジン－１－イルアミノ）－ピ
リミジン－４－イル］－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イルアミノ｝－フェニル）－３
－トリフルオロメチル－ベンズアミド（８２）、
Ｎ－（４－メチル－３－｛１－［６－（２－ピロリジン－１－イル－エチルアミノ）－ピ
リミジン－４－イル］－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イルアミノ｝－フェニル）－３
－トリフルオロメチル－ベンズアミド（８３）、
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Ｎ－［４－メチル－３－（１－｛６－［２－（４－メチル－ピペラジン－１－イル）－エ
チルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イルアミノ）
－フェニル］－３－トリフルオロメチル－ベンズアミド（８４）、
Ｎ－（３－｛１－［６－（２－ジエチルアミノ－エチルアミノ）－ピリミジン－４－イル
］－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イルアミノ｝－４－メチル－フェニル）－３－トリ
フルオロメチル－ベンズアミド（８５）、
Ｎ－［４－メチル－３－（１－｛６－［３－（４－メチル－ピペラジン－１－イル）－プ
ロピルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イルアミノ
）－フェニル］－３－トリフルオロメチル－ベンズアミド（８６）、
Ｎ－［３－（１－｛６－［（１－エチル－ピロリジン－２－イルメチル）－アミノ］－ピ
リミジン－４－イル｝－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イルアミノ）－４－メチル－フ
ェニル］－３－トリフルオロメチル－ベンズアミド（８７）、
Ｎ－［３－（１－｛６－［４－（２－ヒドロキシ－エチル）－ピペラジン－１－イルアミ
ノ］－ピリミジン－４－イル｝－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イルアミノ）－４－メ
チル－フェニル］－３－トリフルオロメチル－ベンズアミド（８９）、
Ｎ－（４－メチル－３－｛１－［６－（３－モルホリン－４－イル－プロピルアミノ）－
ピリミジン－４－イル］－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イルアミノ｝－フェニル）－
３－トリフルオロメチル－ベンズアミド（９０）、
［１－（６－アミノ－ピリミジン－４－イル）－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イル］
－（４－ブロモ－２－メチル－フェニル）－アミン（９３）、
［１－（６－アミノ－ピリミジン－４－イル）－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イル］
－（４－ブロモ－２，６－ジメチル－フェニル）－アミン（９５）、
［１－（６－アミノ－ピリミジン－４－イル）－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イル］
－（２－ブロモ－４，６－ジメチル－フェニル）－アミン（９６）、
［１－（６－アミノ－ピリミジン－４－イル）－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イル］
－（４－ブロモ－２－クロロ－６－メチル－フェニル）－アミン（９７）、
［１－（６－アミノ－ピリミジン－４－イル）－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イル］
－（３－ブロモ－２，４，６－トリメチル－フェニル）－アミン（９８）、
２－［４－（６－｛６－［２－（５－メトキシ－２－メチル－フェニルアミノ）－ベンゾ
イミダゾール－１－イル］－ピリミジン－４－イルアミノ｝－２－メチル－ピリミジン－
４－イル）－ピペラジン－１－イル］－エタノール（１００）、
２－［４－（６－｛６－［２－（３－クロロ－２，６－ジメチル－フェニルアミノ）－ベ
ンゾイミダゾール－１－イル］－ピリミジン－４－イルアミノ｝－２－メチル－ピリミジ
ン－４－イル）－ピペラジン－１－イル］－エタノール（１０３）、
Ｎ－（３－｛１－［６－（１－ヒドロキシメチル－２－メチル－プロピルアミノ）－ピリ
ミジン－４－イル］－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イルアミノ｝－４－メチル－フェ
ニル）－３－トリフルオロメチル－ベンズアミド（１０５）、
Ｎ－（３－｛１－［６－（２，３－ジヒドロキシ－プロピルアミノ）－ピリミジン－４－
イル］－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イルアミノ｝－４－メチル－フェニル）－３－
トリフルオロメチル－ベンズアミド（１０６）、
Ｎ－（３－｛１－［６－（２－メトキシ－エチルアミノ）－ピリミジン－４－イル］－１
Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イルアミノ｝－４－メチル－フェニル）－３－トリフルオ
ロメチル－ベンズアミド（１０７）、
Ｎ－（４－メチル－３－｛１－［６－（２－ピリジン－２－イル－エチルアミノ）－ピリ
ミジン－４－イル］－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イルアミノ｝－フェニル）－３－
トリフルオロメチル－ベンズアミド（１０８）、
Ｎ－（３－｛１－［６－（４－アミノ－シクロヘキシルアミノ）－ピリミジン－４－イル
］－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イルアミノ｝－４－メチル－フェニル）－３－トリ
フルオロメチル－ベンズアミド（１０９）、
２，５－ジメチル－２Ｈ－ピラゾール－３－カルボン酸［４－メチル－３－（１－ピリミ
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ジン－４－イル－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イルアミノ）－フェニル］－アミド（
１１１）、
５－ｔｅｒｔ－ブチル－チオフェン－２－カルボン酸［４－メチル－３－（１－ピリミジ
ン－４－イル－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イルアミノ）－フェニル］－アミド（１
１２）、
２－ｔｅｒｔ－ブチル－Ｎ－［４－メチル－３－（１－ピリミジン－４－イル－１Ｈ－ベ
ンゾイミダゾール－２－イルアミノ）－フェニル］－イソニコチンアミド（１１３）、
５－メチル－イソキサゾール－３－カルボン酸［４－メチル－３－（１－ピリミジン－４
－イル－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イルアミノ）－フェニル］－アミド（１１４）
、
Ｎ－（３－｛１－［６－（４－ジメチルアミノ－ブチルアミノ）－ピリミジン－４－イル
］－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イルアミノ｝－４－メチル－フェニル）－３－トリ
フルオロメチル－ベンズアミド（１１５）、
Ｎ－｛３－［１－（６－クロロ－５－メチル－ピリミジン－４－イル）－１Ｈ－ベンゾイ
ミダゾール－２－イルアミノ］－４－メチル－フェニル｝－３－トリフルオロメチル－ベ
ンズアミド（１１６）、
Ｎ－｛３－［１－（６－アミノ－５－メチル－ピリミジン－４－イル）－１Ｈ－ベンゾイ
ミダゾール－２－イルアミノ］－４－メチル－フェニル｝－３－トリフルオロメチル－ベ
ンズアミド（１１７）、
Ｎ－［４－メチル－３－（１－｛５－メチル－６－［２－（４－メチル－ピペラジン－１
－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－
イルアミノ）－フェニル］－３－トリフルオロメチル－ベンズアミド（１１８）、
Ｎ－［４－メチル－３－（１－｛５－メチル－６－［３－（４－メチル－ピペラジン－１
－イル）－プロピルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２
－イルアミノ）－フェニル］－３－トリフルオロメチル－ベンズアミド（１１９）、
Ｎ－（３－｛１－［６－（４－ジエチルアミノ－ブチルアミノ）－５－メチル－ピリミジ
ン－４－イル］－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イルアミノ｝－４－メチル－フェニル
）－３－トリフルオロメチル－ベンズアミド（１２０）、

【化２】

【化３】

および
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【化４】

からなる群から選択される、請求項１から３のいずれかに記載の化合物またはその薬学的
に許容される塩。
【請求項５】
　キナーゼがＡｌｋ、Ａｂｌ、ＢＲＫ、Ｂｌｋ、ＢＭＸ、ＣＳＫ、ｃ－Ｓｒｃ、ｃ－Ｒａ
ｆ、ＥＧＦＲ、Ｆｅｓ、ＦＧＦＲ３、Ｆｍｓ、Ｆｙｎ、ＩＧＦ－ＩＲ、ＩＲ、ＩＫＫα、
ＩＫＫβ、ＪＡＫ２、ＪＡＫ３、ＫＤＲ、Ｌｃｋ、Ｍｅｔ、ｐ７０Ｓ６ｋ、Ｒｏｓ、Ｒｓ
ｋ１、ＳＡＰＫ２α、ＳＡＰＫ２β、ＳＡＰＫ３、ＳＩＫ、Ｔｉｅ２、ＴｒｋＢおよび／
またはＷＮＫ３から選択される、キナーゼ介在疾患を処置するための、活性成分として請
求項１から４のいずれかに記載の化合物またはその薬学的に許容される塩を含む薬剤。
【請求項６】
　該キナーゼがＦＧＦＲ３またはＬｃｋである、請求項５に記載の薬剤。
【請求項７】
　治療有効量の請求項１から４のいずれかに記載の化合物もしくはその薬学的に許容され
る塩または請求項５または６に記載の薬剤および薬学的に許容される賦形剤を含む医薬組
成物。
【請求項８】
　式：
【化５】

〔式中、
ｐは０および１から選択され；
ｎは２および３から選択され；
ｑは０および１から選択され；
Ｒ５は水素、Ｃ１－６アルキル、－ＸＮＲ７Ｒ８、Ｃ６－１０アリール－Ｃ０－４アルキ
ル、Ｃ１－１０ヘテロアリール－Ｃ０－４アルキル、Ｃ３－１０シクロアルキル－Ｃ０－

４アルキルおよびＣ３－１０ヘテロシクロアルキル－Ｃ０－４アルキルから選択され；Ｒ

７およびＲ８が独立して水素およびＣ１－４アルキルから選択され；そして
Ｒ６が水素およびＣ１－６アルキルから選択されるか；またはＲ５およびＲ６がＲ５およ
びＲ６両方が結合している窒素と一体となってＣ１－１０ヘテロアリールまたはＣ３－８

ヘテロシクロアルキルを形成し；
ここでＲ５のまたはＲ５およびＲ６の組合せの任意のアリール、ヘテロアリール、シクロ
アルキルおよびヘテロシクロアルキルは所望により独立してハロ、ニトロ、シアノ、ヒド
ロキシ、Ｃ１－６アルキル、Ｃ１－６アルコキシ、ハロ－置換－アルキル、ハロ－置換－



(11) JP 2009-500348 A5 2009.7.30

アルコキシ、－ＸＮＲ７Ｒ８、－ＸＯＲ７、－ＸＮＲ７Ｓ（Ｏ）２Ｒ８、－ＸＮＲ７Ｓ（
Ｏ）Ｒ８、－ＸＮＲ７ＳＲ８、－ＸＣ（Ｏ）ＮＲ７Ｒ８、－ＸＣ（Ｏ）ＮＲ７ＸＮＲ７Ｒ

８、－ＸＮＲ７Ｃ（Ｏ）ＮＲ７Ｒ８、－ＸＮＲ７ＸＮＲ７Ｒ８、－ＸＮＲ７ＸＯＲ７、－
ＸＮＲ７Ｃ（＝ＮＲ７）ＮＲ７Ｒ８、－ＸＳ（Ｏ）２Ｒ９、－ＸＮＲ７Ｃ（Ｏ）Ｒ８、－
ＸＮＲ７Ｃ（Ｏ）Ｒ９、－ＸＲ９、－ＸＣ（Ｏ）ＯＲ８、－ＸＳ（Ｏ）２ＮＲ７Ｒ８、－
ＸＳ（Ｏ）ＮＲ７Ｒ８および－ＸＳＮＲ７Ｒ８から選択される１から３個の基で置換され
ていてもよく；Ｘは結合またはＣ１－４アルキレンであり；Ｒ７およびＲ８は独立して水
素およびＣ１－４アルキルから選択され；そしてＲ９はＣ３－１０ヘテロシクロアルキル
およびＣ１－１０ヘテロアリールから選択され；Ｒ９の該ヘテロシクロアルキルまたはヘ
テロアリールは所望によりＣ１－４アルキル、－ＸＮＲ７ＸＮＲ７Ｒ７、－ＸＮＲ７ＸＯ
Ｒ７および－ＸＯＲ７から選択される基で置換されており；ＸおよびＲ７は上記定義のと
おりであり；
Ｒ１０は水素およびＣ１－６アルキルから選択され；
Ｒ１５はハロ、ニトロ、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１－６アルキル、Ｃ１－６アルコキシ、
ハロ－置換－アルキルおよびハロ－置換－アルコキシから選択され；そして
Ｒ１６はハロ、メトキシ、ニトロ、－ＮＲ１２Ｃ（Ｏ）Ｒ１３、－ＯＲ１３、－Ｃ（Ｏ）
ＮＲ１２Ｒ１２、－ＮＲ１２Ｒ１２、－ＮＲ１２Ｃ（Ｏ）ＮＲ１２Ｒ１３、－Ｃ（Ｏ）Ｏ
Ｒ１２、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ１２Ｒ１３、－ＮＲ１２Ｓ（Ｏ）０－２Ｒ１３および－Ｓ（Ｏ）

０－２ＮＲ１２Ｒ１３から選択され；ここでそれぞれのＲ１２は独立して水素およびＣ１

－６アルキルから選択され；Ｒ１３はＣ６－１０アリール、Ｃ１－１０ヘテロアリール、
Ｃ３－１０シクロアルキルおよびＣ３－１０ヘテロシクロアルキルから選択され；Ｒ１３

置換基の任意のアルキレンはＯまたはＮＲ７で置換されているメチレンを有し得；Ｒ１３

の任意のアリール、ヘテロアリール、シクロアルキルまたはヘテロシクロアルキルは所望
により独立してハロ、Ｃ１－６アルキル、ハロ－置換－Ｃ１－６アルキル、Ｃ１－６アル
コキシ、ハロ－置換－Ｃ１－６アルコキシ、－ＸＮＲ７Ｒ８、Ｃ６－１０アリール－Ｃ０

－４アルキル、Ｃ１－１０ヘテロアリール－Ｃ０－４アルキル、Ｃ３－１０シクロアルキ
ル－Ｃ０－４アルキル、Ｃ３－１０ヘテロシクロアルキル－Ｃ０－４アルコキシおよびＣ

３－１０ヘテロシクロアルキル－Ｃ０－４アルキルから選択される１から３個の基で置換
されており；ここでＸ、Ｒ７およびＲ８は上記定義のとおりであり、そしてＲ１３のアリ
ール、ヘテロアリール、シクロアルキルまたはヘテロシクロアルキル置換基はさらに所望
により独立してハロ、Ｃ１－６アルキル、ハロ－置換－Ｃ１－６アルキル、ヒドロキシ－
置換－Ｃ１－６アルキル、－ＮＲ７Ｒ８、Ｃ１－６アルコキシ、Ｃ３－１０ヘテロシクロ
アルキルおよびハロ－置換－Ｃ１－６アルコキシから選択される１から３個の基により置
換されている〕で示される、化合物またはその薬学的に許容される塩。
【請求項９】
　（２－クロロ－６－メチル－フェニル）－（１－ピリミジン－４－イル－１Ｈ－ベンゾ
イミダゾール－２－イル）－アミン（３０）、
［１－（６－アミノ－ピリミジン－４－イル）－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イル］
－（２－クロロ－６－メチル－フェニル）－アミン（３５）、
［１－（６－アミノ－ピリミジン－４－イル）－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イル］
－（２，５－ジメチル－フェニル）－アミン（５１）、
（２－クロロ－６－メチル－フェニル）－［１－（６－クロロ－ピリミジン－４－イル）
－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イル］－アミン（６７）、
２－［４－（６－｛６－［２－（２－クロロ－６－メチル－フェニルアミノ）－ベンゾイ
ミダゾール－１－イル］－ピリミジン－４－イルアミノ｝－２－メチル－ピリミジン－４
－イル）－ピペラジン－１－イル］－エタノール（６８）、
（２－クロロ－６－メチル－フェニル）－［１－（６－モルホリン－４－イル－ピリミジ
ン－４－イル）－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イル］－アミン（６９）、
（２－クロロ－６－メチル－フェニル）－｛１－［６－（モルホリン－４－イルアミノ）
－ピリミジン－４－イル］－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イル｝－アミン（７０）、
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（２－クロロ－６－メチル－フェニル）－（１－｛６－［２－（４－メチル－ピペラジン
－１－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－
２－イル）－アミン（７１）、
（２－クロロ－６－メチル－フェニル）－｛１－［６－（３－モルホリン－４－イル－プ
ロピルアミノ）－ピリミジン－４－イル］－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イル｝－ア
ミン（７２）、
（２－クロロ－６－メチル－フェニル）－｛１－［６－（４－モルホリン－４－イル－ピ
ペリジン－１－イル）－ピリミジン－４－イル］－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イル
｝－アミン（７３）、
（２－クロロ－６－メチル－フェニル）－｛１－［６－（４－Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノブ
チルアミノ）－ピリミジン－４－イル］－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イル｝－アミ
ン（７４）、
（２－クロロ－６－メチル－フェニル）－｛１－［６－（４－モルホリン－４－イルメチ
ル－ピリジン－２－イルアミノ）－ピリミジン－４－イル］－１Ｈ－ベンゾイミダゾール
－２－イル｝－アミン（７７）、
（２－クロロ－６－メチル－フェニル）－（１－｛６－［５－（２－モルホリン－４－イ
ル－エチル）－ピリジン－２－イルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－１Ｈ－ベンゾイ
ミダゾール－２－イル）－アミン（７８）、
Ｎ－｛６－［２－（２－クロロ－６－メチル－フェニルアミノ）－ベンゾイミダゾール－
１－イル］－ピリミジン－４－イル｝－２－メチル－Ｎ’－（２－モルホリン－４－イル
－エチル）－ピリミジン－４，６－ジアミン（９１）、
Ｎ－｛６－［２－（２－クロロ－６－メチル－フェニルアミノ）－ベンゾイミダゾール－
１－イル］－ピリミジン－４－イル｝－５－メチル－Ｎ’－（２－モルホリン－４－イル
－エチル）－ピリミジン－４，６－ジアミン（９２）、
［１－（６－アミノ－ピリミジン－４－イル）－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イル］
－（２，４，６－トリメチル－フェニル）－アミン（９４）、
２－［４－（６－｛６－［２－（４－ブロモ－２－メチル－フェニルアミノ）－ベンゾイ
ミダゾール－１－イル］－ピリミジン－４－イルアミノ｝－２－メチル－ピリミジン－４
－イル）－ピペラジン－１－イル］－エタノール（１０１）、および
２－［４－（２－メチル－６－｛６－［２－（２，４，６－トリメチル－フェニルアミノ
）－ベンゾイミダゾール－１－イル］－ピリミジン－４－イルアミノ｝－ピリミジン－４
－イル）－ピペラジン－１－イル］－エタノール（１０２）
からなる群から選択される、請求項８に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩。
【請求項１０】
　キナーゼがＡｌｋ、Ａｂｌ、ＢＲＫ、Ｂｌｋ、ＢＭＸ、ＣＳＫ、ｃ－Ｓｒｃ、ｃ－Ｒａ
ｆ、ＥＧＦＲ、Ｆｅｓ、ＦＧＦＲ３、Ｆｍｓ、Ｆｙｎ、ＩＧＦ－ＩＲ、ＩＲ、ＩＫＫα、
ＩＫＫβ、ＪＡＫ２、ＪＡＫ３、ＫＤＲ、Ｌｃｋ、Ｍｅｔ、ｐ７０Ｓ６ｋ、Ｒｏｓ、Ｒｓ
ｋ１、ＳＡＰＫ２α、ＳＡＰＫ２β、ＳＡＰＫ３、ＳＩＫ、Ｔｉｅ２、ＴｒｋＢおよび／
またはＷＮＫ３から選択される、キナーゼ介在疾患を処置するための、活性成分として請
求項８または９に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩を含む薬剤。
【請求項１１】
　該キナーゼがＦＧＦＲ３またはＬｃｋである、請求項１０に記載の薬剤。
【請求項１２】
　治療有効量の請求項８または９に記載の化合物もしくはその薬学的に許容される塩また
は請求項１０または１１に記載の薬剤および薬学的に許容される賦形剤を含む医薬組成物
。
【請求項１３】
　（１－ピリミジン－４－イル－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イル）－ｏ－トリル－
アミン（２６）、
（４－ｔｅｒｔ－ブチル－フェニル）－（１－ピリミジン－４－イル－１Ｈ－ベンゾイミ
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ダゾール－２－イル）－アミン（２９）、
（１－ピリミジン－４－イル－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イル）－（２－トリフル
オロメトキシ－フェニル）－アミン（３１）、
（４－フェノキシ－フェニル）－（１－ピリミジン－４－イル－１Ｈ－ベンゾイミダゾー
ル－２－イル）－アミン（３３）、
［１－（６－アミノ－ピリミジン－４－イル）－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イル］
－（４－ｔｅｒｔ－ブチル－フェニル）－アミン（３４）、
［１－（６－アミノ－ピリミジン－４－イル）－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イル］
－（２－トリフルオロメトキシ－フェニル）－アミン（３６）、
［１－（６－アミノ－ピリミジン－４－イル）－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イル］
－（４－フェノキシ－フェニル）－アミン（３８）、
Ｎ－｛４－メチル－３－［１－（１Ｈ－ピラゾロ［３，４－ｄ］ピリミジン－４－イル）
－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－２－イルアミノ］－フェニル｝－３－トリフルオロメチル
－ベンズアミド（６０）、
２－（４－｛６－［６－（２－クロロ－ベンゾイミダゾール－１－イル）－ピリミジン－
４－イルアミノ］－２－メチル－ピリミジン－４－イル｝－ピペラジン－１－イル）－エ
タノール（９９）、
Ｎ－（３－｛３－［６－（４－ジエチルアミノ－ブチルアミノ）－ピリミジン－４－イル
］－３Ｈ－イミダゾ［４，５－ｂ］ピリジン－２－イルアミノ｝－４－メチル－フェニル
）－３－トリフルオロメチル－ベンズアミド（１０４）、および
３－｛３－［６－（４－ジエチルアミノ－ブチルアミノ）－ピリミジン－４－イル］－３
Ｈ－イミダゾ［４，５－ｂ］ピリジン－２－イルアミノ｝－４－メチル－Ｎ－（３－トリ
フルオロメチル－フェニル）－ベンズアミド（１１０）
からなる群から選択される、化合物またはその薬学的に許容される塩。
【請求項１４】
　キナーゼがＡｌｋ、Ａｂｌ、ＢＲＫ、Ｂｌｋ、ＢＭＸ、ＣＳＫ、ｃ－Ｓｒｃ、ｃ－Ｒａ
ｆ、ＥＧＦＲ、Ｆｅｓ、ＦＧＦＲ３、Ｆｍｓ、Ｆｙｎ、ＩＧＦ－ＩＲ、ＩＲ、ＩＫＫα、
ＩＫＫβ、ＪＡＫ２、ＪＡＫ３、ＫＤＲ、Ｌｃｋ、Ｍｅｔ、ｐ７０Ｓ６ｋ、Ｒｏｓ、Ｒｓ
ｋ１、ＳＡＰＫ２α、ＳＡＰＫ２β、ＳＡＰＫ３、ＳＩＫ、Ｔｉｅ２、ＴｒｋＢおよび／
またはＷＮＫ３から選択される、キナーゼ介在疾患を処置するための、活性成分として請
求項１３に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩を含む薬剤。
【請求項１５】
　該キナーゼがＦＧＦＲ３またはＬｃｋである、請求項１４に記載の薬剤。
【請求項１６】
　治療有効量の請求項１３に記載の化合物もしくはその薬学的に許容される塩または請求
項１４または１５に記載の薬剤および薬学的に許容される賦形剤を含む医薬組成物。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３８】
　本発明の化合物は、移植、例えば、同種移植に起因する障害、とりわけ閉塞性細気管支
炎(ＯＢ)、すなわち同種肺移植の慢性拒絶のような、とりわけ組織拒絶反応の処置に有効
である。ＯＢのない患者と比較して、ＯＢを有する者は、しばしば気管支肺胞洗浄液中の
ＰＤＧＦ濃度の上昇を示す。
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